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B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《地区の概要》 

Ａ Ａ’

地形基盤と地域の成り立ち 

地区特性 景観特性 

・リアス式海岸では、三方を山で囲われた景観が特徴で、河口部における河川軸およ

び海岸部が唯一開かれた空間となる。 

・海岸沿いには、連続する海岸林（松林）と広い前浜があり、地域のシンボルとなる。

・低地には広がりある農地や川幅の広い河川河口域が見られ、海岸と合わせて開放的

な空間が形成されている。 

・昔から残る集落や寺社は海岸から離れた内陸部の山際もしくは一段小高い地形に形

成されている。 

・両端部の岬（山）は、海岸を俯瞰的に眺望する視点場となる。 

海岸林内にある

海岸堤防は、前浜

や背後地からは

視認されにくい 

中心市街地部か

ら海岸まで距離

がある 

比較的長い海岸の、ほぼ全域

を覆うように海岸堤防を整備 

臨海部は大規模に冠水（前浜

や松林、既存堤防が消失） 

比較的長いリアス式海岸

で、曲線的な海岸形状 

Ａ

’

Ａ 

農地や海岸湖沼、

幅広な河口は広が

りある景観を形成 

海岸堤防の景観検討範囲 

内陸部から見た海岸堤防の鉛直角が約１度以上とな

る範囲（海岸から約０．７ｋｍ） 

古くは河川河口部の堆積

砂州であったが、1600～

1700 年代に松林が植栽さ

れ、白砂青松の弓型海岸

が形成された。 

寺社は農地の背後の高

台や岬の上に立地して

いる。 

背後には古くから農

地が分布しており、

近年、海岸近くまで

新興住宅が立地する

ようになった。 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

役所 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

主要道路 

地形による景観特性 

被災による景観変化 

施設の景観特性 

寺社は海岸が見渡せる微高地
に立地し地域を守護 

前浜 

前浜 農地（水田等） 海岸林（松林） 丘陵地 山地 

地域のシンボル的空間 

低地に進出して形成され
た新たな集落地（市街地） 

開放的な空間 開放的な空間

海岸湖沼 

広がりのある低地（おぼれ谷地形）の空間構造 
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生態基盤 

被災前後の海岸線の変化 

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《地区の概要》 

地図（大正2年） 

植生図 

 
被災前の海岸線 

被災後の海岸線 

昭和56年度 作成 凡例（抜粋） 

・大正時代の地図では、現在よりもやや曲線的な海岸線であり、河口部は入り組んだ形状であった。（浸食はされていない）

・海岸に近い住宅地は新たに形成されたものであり、かつてのこの地域一帯は、農地（田園）であったことが読み取れる。

・また、海岸の背後には海岸湖沼があり、多様な水辺環境を有する。 

・海岸の生態基盤は、前浜の背後に海浜植物が分布し、その背後の砂丘に密度の高い海岸林（クロマツ植林）が帯を成して

いた。既存の海岸堤防は海岸林内に設置されていた。内陸の低地には農地（水田や畑地）、丘陵地には果樹園が広く分布

している。 

・被災後、海岸部は大規模に冠水し、前浜や海岸林（松林）、既存堤防は消失している。 

地形・生態系特性 

被災後（平成23年３月） 

：被災前の海岸線 

地形分類図 

昭和54年度 発行 

凡例（抜粋） 

地形分類図 

不安定帯 半安定帯 
植生基盤 

密度の高いクロマツ植林 

（被災により消失） 
ハマヒルガオ・ハマナス・ハマエ

ンドウ等の海浜植物群落が分布 

植生帯の最前線 

中～粗粒砂 

砂丘 

被災前（平成22年３月） 

被災前の海岸堤防 

多様な水辺環境を有する海岸湖沼 
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河川 

水門

鉄道駅

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《景観配慮のポイント》 

景観配慮のポイント 

陸側および海側からの外部景観で

海岸堤防が長区間に渡って露出す

ることへの配慮 

背後の中景域から

の景観に配慮 

背後のまちづくりと調和

した景観形成 

水門と海岸堤防の

一体感の確保 

原風景（松林、前浜、湖面）

の復元 

重要拠点（海浜公園）の景観形成 

利用性向上に配慮した海岸堤防

の表面処理、付帯施設の整備 

凡例 

 

 

神社・仏閣 

鉄道駅舎 

海岸湖沼の多様な水辺

環境の保全に配慮 



 

 
B-4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
€€€€

海岸堤防【想定される平面面】 

海岸堤防【想定される標準断面】 

B 地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《検討条件と検討パターン》 

検討条件 （施設構造） 

水門 

海岸湖沼の保全 

海岸林（松林）の復元 

前浜の復元 

出典：震災復興計画素案（基本計画） 

・高さT.P.=約10m、堤防敷W=約50m、延長約2000m

の大規模な構造体を想定 

・天端は4mを想定 

・法面勾配は表1:1.5、裏1:2を想定 

・表裏法面はコンクリート構造 

まちづくり計画 

被災により消失した既存堤防 被災により海岸林（松林）は消失 

被災により冠水 被災により部分的に冠水 

※バック堤の可能性もあるが、

ここでは水門を想定 

天端 = 4m 

約50m 

約10m 

T.P.=約10m 
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Ｂ地区：地形：リアス式海岸部／背後地：海岸林・海岸湖沼／河口部：有  《具体的な景観配慮例》  

 

特徴・評価 

視
覚
的
景
観 

・眺望視点として天端の利活用が期待できるとと

もに、前浜や海岸林（松林）の整備により、原風

景の復元が期待できる。 

・表面処理の工夫、表裏法尻への覆土等により人

工的な印象、圧迫感の軽減が不可欠となる。 

・重要拠点（海浜公園）として、質の高い景観形成

に配慮する必要がある。 

地
域
性 

・地域の拠点として、地域住民や環境客の周遊路

等としての利活用が期待できる。 

・地域のシンボルとしてのトータルデザインが必

要となる。 

・堤防表裏法尻への覆土等を行うことで、周辺環

境との一体化が図られる。 

 

生
態
系 

・堤防を海岸林（松林）内に設置することで、前浜

や地形に応じた生態系（海岸ならではの植生

等）の復元の余地が生まれる。 

・堤防表裏法尻への覆土等を行うことで、植生等

の生育空間の拡大が期待できる。 

 

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

・前浜等の幅広な自然空間によって、気候変動に

よる海水面上昇等への対応の余地が生まれる。

・十分な前浜等により、波浪等による施設への外

力の軽減が図られる。 

コ
ス
ト 

・重要拠点（海浜公園）として、質の高い表面処理

等を行った場合、コスト高になる可能性がある。

水門 

① 

② 

③ 

平面図 

横断図 

 

被災により冠水 被災により部分的に冠水

吹き出しの凡例 

：長所 

：短所 

：配慮事項 

天端の視点場として

の活用への配慮 
利用に配慮した付

帯施設の整備 

①内部景観（堤防天端）のイメージパース 

堤防表裏法尻への

覆土等による周辺

環境との一体化 

表面処理による人

工的印象の軽減 

②外部景観（海側）のイメージパース 

海岸林（松林）の復元※ 

前浜の創出（復元）※ 
※前浜の復元、海岸林（松林）の復元・維持に

ついては、別途技術的検討が必要である 

※海岸林（松林）整備についての事業制度や維

持管理については、地元と調整し、詳細な検

討を行う必要がある 

視点場位置図 

林内堤防整備による連続する海

岸堤防の人工的な印象の軽減 ③鳥瞰イメージパース 

堤防表裏法尻への覆土等に

よる周辺環境との一体化 

被災前に比べ海岸堤防の

高さが高くなり、敷幅も

大きくなることから、海

岸林（松林）の復元面積

の確保が難しい。また、

景観面でも人工的な印象

が強くなる 

原位置復旧のため、陸側の

土地が最大限活用可能 

堤防表裏法尻への覆土イメージ（横断図） 

堤防法尻への覆土等による

周辺環境との一体化 


